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（武蔵大学経済学部教授）

東京大学大学院農学系
 研究科博士課程修了、
 農学博士。東京大学社
 会科学研究所助手、

 （財）農政調査委員会
専門調査委員を経て
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 部助教授、1982 年より
 武蔵大学経済学部教授。
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豊泉  裕
（立川市在住農業生産者）

体験型農園、収穫型農園
 からの地域コミュニティを

 実践している。また、食育
 関連施設「スマイルキッチ
 ン」を経営し、種まきから

 調理まで、食育の場を提
 供している。

パネリスト



山根  衛
（国分寺市戸倉自治会

 中・西・北地区防災会
 防災推進委員）

市運営の防災まちづくり
 学校を卒業後、平成14 

年より市民防災推進委員
 として広域的な地区をまと
 めている。また、自治会と

 農業生産者との間で防災
 協定を結び、農業生産者
 と連携した防災に係る取
 組を行っているキーパーソ
 ンである。

パネリスト



堀之内  和信
（（株）日野市企業公社

 代表取締役）

パネリスト

学校給食用地元野菜等
 供給コーディネート業務の
 委託先事業者である。農

業生産者の立場、学校給
 食栄養士の立場の両方を
 理解しており、自ら畑、学
 校を行き来し、学校給食

 における地元産野菜等の
 利用率の向上に尽力して
 いる。



大塚  信美
（世田谷区在住農業生産者）

パネリスト

世田谷の伝統野菜である
 大蔵大根の生産、普及に
 務めるとともに、小学校の
 農業学習に携わり、実践

 をしている。露地野菜にこ
 だわって生産、収穫した野
 菜は自宅前などで直売し

 ており、生産から販売まで
 手がけている。
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都市農業の多面的機能

武蔵大学

後藤光蔵

2011年9月５日

 

都市農地保全自治体フォーラム



1．都市農業の多面的機能の特徴

農業は全て多面的機能を持っているがその特徴や比重は
 農業地域によって差異がある。

都市農業はくらしを支える（環境と活動）機能が大きい。

都市農業の多面的機能は役割が大きい。

都市・都市環境の変化→都市が抱える問題の解決に都市
 農業・農地は重要な役割。その期待が大きくなっている。

・環境問題‥‥脱二酸化窒素、循環型社会、生物多様性
・人口減少、高齢化、家族構造の変化、コミュニティ・人と人

 との絆の弱体化

①

②

③



２．多面的機能の理解

多面的機能の整理とその金銭的評価‥‥政策展開の根拠

明確にする点で重要

・例えば学術会議の答申（2001年11月）

地域に存在する農地に即して、農業・農地の多面的機能が

具体的に住民に理解されることが大切。

それが自治体の都市農業・農地施策展開の基盤となる。

都市住民の理解は体験したり参加することによって深まる。

①

②

③



練馬区PR冊子「農のあるまち・練馬を知っていますか？」



・農産物供給機能：四季折々、採れたての安全な野菜が食べられるまち・
馬

・レクリエーション・コミュニティ機能：農業体験が交流を育み、心のオアシス
となるまち・練馬

・福祉・保険機能：心身の健康維持・増進のために農が活かされるまち・練
馬

・

 
環境保全機能：農地が都市の環境を守り、資源循環を進めるまち・練馬

・教育機能：子どもからお年寄りまで、農園が生きた学校となるまち・練馬

・防災機能：農地が防災農地としての役割を果たすまち・練馬

・景観形成・歴史文化伝承機能：農の風景から昔からの姿や季節感を伝え
続けるまち・練馬

練馬の農の7つの機能









３．多面的機能の性格
（１）農業の多面的機能の性格として以下の3点が指摘されてきた。

１．結合生産

 
２．公共財

 
３．外部経済

しかしもう少し詳しく見ると
①多面的機能の発揮に特別の取組みを必要としないもの
②多面的機能の発揮のために取組みを必要とするもの

さらに（ⅰ）受益者が特定できないもの‥‥景観維持
（ⅱ）受益者の特定ができるもの‥‥レクリエーション機能、教

 育機能等
（２）上記の性格にしたがってその多面的機能を発揮させる方法は異なる。

・現状では多く多面的機能は農業者の負担によって（ボランティア的取組
みによって）発揮されている。

・今後は（農地が維持され、農業が営まれていれば発揮される機能を除
いて）、収益部門としていく努力、工夫
多面的機能をよりよく発揮するために住民・行政と一緒になっての取り
組みなどが重要
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日野市の学校給食日野市の学校給食

地元野菜供給コ地元野菜供給コ――ディネーターディネーター  
制制  度度



昭和58年度（1983）から開始

開始29年目
 

全校実施は平成12年度（2000）より

各学校に栄養士が配置

自校献立・購入・調理の方式

1.日野市の学校給食

平成２１年度
 

２５校
 

１３，２８７人

小学校１７校 （９，３６７人）

中学校
 

８校 （３，９２０人）

平成２０年度
 

２５校
 

１３，０４６人

小学校１７校 （９，１４０人）

中学校
 

８校 （３，９０６人）



東光小

一中

四小
一小

七小

潤徳小
八小

七生緑小
夢が丘小

三中
滝合小 平山小

平山中
七生中

ニ小 南平小

旭が丘小

六小 ニ中

五小

大坂上中

三小

仲田小

三沢中
四中

東光寺地区
１８農家

堀之内地区
１０農家

＜学校給食地域マップ＞

平山地区
１０農家



年間供給量

地区名地区名 平成21年度平成21年度 平成20年度平成20年度

平山地区

東光寺地区

堀之内地区

26,036kg

16,525kg

16,335kg

15,631kg

18,540kg

28,303kg

野菜等合計 62,474ｋｇ
 
58,896ｋｇ

鶏 卵

り ん ご

9,605ｋｇ
 
18,580ｋｇ

3,613ｋｇ
 
3,107ｋｇ



2.コーディネーター制度の導入

平成２０年（２００８年）から開始



（1）導入の目的

地元野菜利用率の向上

平成２３（2001）年の計画達成率

２５％
平成２３（2001）年の計画達成率

２５％

日野市
食育推進計画の

 利用率の達成
 

日野市
食育推進計画の

 利用率の達成

過去の達成率

 
平成１８年

 
１５．０％

平成１９年

 
１５．７％

平成２０年

 
１８．８％

平成２１年

 
２４．７％



月末、地区毎に農家との調整会議を行い各学校の供給量を決定
地区野菜等の情報交換

月末、地区毎に農家との調整会議を行い各学校の供給量を決定
地区野菜等の情報交換

野菜供給量の調整野菜供給量の調整

（1）導入の目的



（1）導入の目的

同時期・同一品目・同一単価
多摩・西東京・八王子の市場価格と前年度価格を参考
契約栽培品目

人参・玉ねぎ・長ネギ・大根・キャベツ・ジャガイモの６品目
作付２０円／kg

 
出荷補償４０円／kgで

 
６０円／kg

 
を補助

契約栽培品目外

 
一律２０円／kg

 
を補助

同時期・同一品目・同一単価
多摩・西東京・八王子の市場価格と前年度価格を参考
契約栽培品目

人参・玉ねぎ・長ネギ・大根・キャベツ・ジャガイモの６品目
作付２０円／kg

 
出荷補償４０円／kgで

 
６０円／kg

 
を補助

契約栽培品目外

 
一律２０円／kg

 
を補助

野菜等単価の決定野菜等単価の決定

調整会議の情報を元に、直接各学校の栄養士へ斡旋調整会議の情報を元に、直接各学校の栄養士へ斡旋

地区を超えて野菜供給の斡旋地区を超えて野菜供給の斡旋

農地見学(野菜等の育成状況)

 
給食会

農家講師(野菜のはなし)

 
農業体験・用水路見学

農地見学(野菜等の育成状況)

 
給食会

農家講師(野菜のはなし)

 
農業体験・用水路見学

要望・苦情等の対応要望・苦情等の対応学校と農家の交流学校と農家の交流



大塚  信美
（世田谷区在住農業生産者）

パネリスト

世田谷の伝統野菜である
 大蔵大根の生産、普及に
 務めるとともに、小学校の
 農業学習に携わり、実践

 をしている。露地野菜にこ
 だわって生産、収穫した野
 菜は自宅前などで直売し

 ており、生産から販売まで
 手がけている。

























第５回
 

都市農地保全自治体フォーラム

都市における農地の役割は何か？
～様々な角度から都市農地の大切さを考える～

なぜ、いま都市に農地が必要なのか考えてみませんか
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